
特集特集
郷土の伝統を受け継ぐ郷土の伝統を受け継ぐ

3
2020 No.855

月号
五霞町 広報
publicity GOKA

五霞中学校『郷土料理を作ろう』五霞中学校『郷土料理を作ろう』



広報ごか　2020．3 2

　
１
月
28
日
、
30
日
、
五
霞
中
学
校

に
お
い
て
、
２
年
生
を
対
象
に
「
郷
土

料
理
を
作
ろ
う
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
食し
ょ
っ

改か
い
さ
ん
（
五
霞
町
食

生
活
改
善
推
進
員
）
の
協
力
に
よ
り
、

五
霞
町
産
の
八
つ
頭
な
ど
を
使
用
し

た
け
ん
ち
ん
汁
と
赤
飯
を
作
り
ま

し
た
。

　
各
班
に
一
人
食
改
さ
ん
が
入
り
、

実
習
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
調
理
が

始
ま
る
と
、
生
徒
た
ち
は
、
家
庭
で
も

手
伝
い
を
し
て
い
る
の
か
、
慣
れ
た
手

つ
き
で
野
菜
を
切
っ
た
り
、
切
っ
た

野
菜
を
炒
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
誰
に
言
わ
れ
る
わ
け
で
も

な
く
、
手
の
空
い
て
い
る
生
徒
は
、

自
ら
食
器
を
洗
う
な
ど
、
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

受
け
継
が
れ
る
お
ふ
く
ろ
の
味

　
け
ん
ち
ん
汁
は
、
五
霞
町
を
含
め

茨
城
県
内
で
代
表
さ
れ
る
郷
土
料
理

で
、
食
改
さ
ん
も
親
か
ら
子
へ
代
々

受
け
継
い
で
き
た
“
お
ふ
く
ろ
”
の

味
で
す
。
地
域
で
違
う
食
材
を
使
用

し
、
八
つ
頭
の
芋
が
ら
を
入
れ
る
地

域
も
あ
り
、
各
家
庭
で
違
う
味
が
楽

し
め
る
料
理
で
す
。

　
今
回
の
調
理
実
習
で
は
、
郷
土
料

理
や
食
文
化
を
生
徒
た
ち
に
伝
え

る
、
ま
た
、
五
霞
町
産
の
食
材
を
五

霞
町
で
消
費
す
る
こ
と
で
「
地
産
地

消
」
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

郷土郷土のの伝統伝統をを受受けけ継継ぐぐ

1.慣れた手つきで野菜を切る　　2.切った野菜を炒める　　3.五霞町のけんちん汁の味“味噌”を溶く
4. 小豆のゆで汁をかける（振り水※）　　5.ふっくら炊き上がった赤飯とほっくほくの五霞町産八つ頭が入ったけ
んちん汁が完成　　6.自分で作った料理は最高！
※ふっくら・色鮮やかな炊き上がりにするために、小豆のゆで汁をかけることです。
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郷土の伝統を受け継ぐ



広報ごか　2020．33

郷
土
の
味
を
残
し
て
い
く
に
は

　
昨
今
に
お
い
て
は
、
食
文
化
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、
郷
土
料
理
を
食

べ
る
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
郷

土
の
味
を
将
来
に
わ
た
っ
て
残
し
て

い
く
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

 

愛  

さ
れ
る“
地
域
め
し
”

　
お
祝
い
ご
と
に
は
「
赤
飯
」
、
十
五

夜
に
は
「
け
ん
ち
ん
汁
」
、
初は
つ
午う
ま
に
は

「
す
み
つ
か
れ
」
な
ど
、
地
域
の
風
土

や
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
食
べ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
食
改
さ
ん
が
懐
し
の
味

と
行
事
の
際
、
家
庭
で
食
べ
て
い
る

郷
土
の
味
“
地
域
め
し
”
２
品
を
紹

介
し
ま
す
。

　
地
域
め
し
は
、
家
庭
で
も
簡
単
に

作
れ
、
素
朴
な
味
わ
い
が
楽
し
め
ま

す
。
ぜ
ひ
家
庭
で
も
作
っ
て
、
地
域

め
し
を
将
来
に
残
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

初
午
に
食
べ
る
郷
土
料
理

 

「
す
み
つ
か
れ
」
は
、
茨
城
県
西

部
や
栃
木
県
南
部
に
伝
わ
る
郷
土
料

理
で
す
。
「
す
み
つ
か
れ
」
や
「
し

も
つ
か
れ
」
と
地
域
で
違
う
呼
び
方

を
し
、
節
分
の
後
の
初
午
の
日
に
作

り
ま
す
。
作
り
方
や
材
料
は
家
庭
に

よ
っ
て
違
い
、
各
家
庭
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
味
の
料
理
で
す
。

　
大
根
を
普
通
の
お
ろ
し
金
で
な
く
、

鬼
お
ろ
し
と
い
う
道
具
で
荒
く
お
ろ

す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

－特集　郷土の伝統を受け継ぐ

■材料（10〜15人分）
大根　　1本　　　　砂糖　　　大さじ1
人参　　1本　　　　みりん　　大さじ1
大豆　　1/2カップ　粉末だし　4ｇ
油揚げ　1枚　　　　しょう油　大さじ2
酒粕　　100ｇ　　　塩　　　  ひとつまみ
油　　　小さじ1　　※鮭は好みで加える

■材料（10個分）
小麦粉　　400ｇ
水　　　　300ml
あんこ　　300ｇ

日
常
的
な
郷
土
料
理

 

「
角
ま
ん
じ
ゅ
う
」
は
、
今
で
は
名

前
を
知
っ
て
い
る
人
も
作
っ
て
い
る

人
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
昔
は
ど
の
家
庭
で
も
日
常
的
に

作
っ
て
お
り
、
今
の
よ
う
に
食
べ
物

が
豊
富
に
な
い
時
代
に
、
甘
い
お
や

つ
の
一
つ
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
小
麦
粉
で
生
地
を
作
り
、
あ
ん

こ
を
包
み
茹
で
て
作
る
た
め
、
用
意

す
る
道
具
も
少
な
く
手
軽
に
作
れ
た

よ
う
で
す
。

　
名
前
の
由
来
の
角
は
包
み
方
に
あ

り
ま
す
が
、
お
盆
に
は
角
を
出
さ
ず

に
お
供
え
す
る
風
習
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

すみつかれ

角
つの

まんじ
ゅう

作り方
❶大根は皮をむき、鬼おろしでおろす。人参はいちょう切り。
　油揚げは油抜きし１㎝幅に切る。
　大豆をフライパンで炒り、皮を取り除く。
❷鍋に油を引き人参を炒め、炒り豆、油揚げ、大根を加え弱
火で30分位煮る。
❸途中、焦げないように大きくかき混ぜ、調味料、酒粕を加
えてさらに煮る。豆が好みの固さになったら、最後に塩で
味を調え出来上がり。

作り方
❶鍋に熱湯をたっぷり沸かしておく。
❷小麦粉に水を少しずつ入れながらこねる。
❸耳たぶくらいになったら、10個に分けて手の平にのせて
広げあんこを包み角になるように形をとる。
❹熱湯の中に入れ、浮いてから5分ぐらい茹でる。濡らした
ふきんに取り出す。

鬼おろし
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鈴
木
一
正
氏
が
選
挙
管
理
委

員
と
し
て
総
務
大
臣
感
謝
状

を
受
賞
し
ま
し
た

　
昨
年
は
、
選
挙
制
度
１
３
０
周
年

の
記
念
の
年
で
、
多
年
民
主
政
治
の

確
立
の
た
め
、
選
挙
の
啓
発
運
動
に

尽
力
し
た
方
々
に
対
し
、
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
の
鈴
木
一
正
氏
が
、
総
務
大

臣
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
氏
は
、
平
成
17
年
か
ら
選
挙

管
理
委
員
を
務
め
、
平
成
21
年
か
ら

は
委
員
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

マイキーくん

（予約）

７月～ ９月～

2020
年7月

中旬ま
で

2020
年7月

中旬ま
で

2020年7月から
2020年7月から

2020年8月末まで2020年8月末まで

マイナンバーカード申請予約・お問い合わせ　町民税務課　町民G　☎（84）1965（直通）

　マイナポイント事業は、マイナポイント※１（プレミアム商品券の電子ポイント版）の活用によ
り、消費の活性化、マイナンバーカードの普及促進、官民キャッシュレス決済基盤の構築を目的
とする国の事業です。
　マイナポイント申込みができる対象者は、令和２年８月末までに①マイナンバーカードを取得
している方、②マイキーID※2の設定（予約）が完了している方になります。なお、年齢制限がな
いため小さいお子様の分もマイナポイントがもらえます。五霞町では、この①と②の支援を役場
①窓口（町民税務課　町民G）で行なっています。
※１　マイナンバーカードにポイントが付くわけではありません。また、買い物にはマイナンバーカード
　　　は使いません。
※２　マイナンバーカードのICチップの空き領域と公的個人認証の部分を活用して、地域経済の活性化や
　　　行政の効率化につながる仕組みの共通情報基盤をマイキープラットフォームといい、そこに
　　　ログインをする初期設定をマイキーID設定といいます。
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敷地内禁煙：お子さん、未成年、患者等が主として利用する施設（2019.7.1施行）

 
 

建物内禁煙：上記施設を除く、すべての施設（2020.4.1施行）
 
＜例＞事務所、集会所、工場、ホテル・旅館（客室は除く）、理・美容室、公衆浴場、

百貨店、娯楽施設、飲食店（小規模な既存飲食店は経過措置あり。）

 

4月 1日から

受動喫煙防止対策が義務化されます
４月１日に、改正健康増進法が全面施行されます。 

多くの方が利用する施設は原則、屋内禁煙になります。 

～望まない受動喫煙をなくすため、御協力をお願いします！～ 

★改正法の趣旨★ 
 
 

規制対象外の場所でも、喫煙する際は周りの人に煙を吸わせないよう配慮する 
義務があります。 

①望まない受動喫煙 
をなくす

②受動喫煙の影響が特に大きい 
子どもや患者等に特に配慮 
（原則敷地内禁煙） 

③施設の類型・場所 
 ごとに対策を実施 
 

学校 病院 児童福祉施設 
保育所、こども園等 行政機関の庁舎 

等

喫煙専用室 

〇 たばこの喫煙が可能 
× 飲食等の提供不可 
× 20歳未満の者は喫煙場所 
に立入不可（従業員含む） 

加熱式たばこ 
専用喫煙室 

△ 加熱式たばこのみ喫煙が可能 
〇 飲食等の提供可能 
× 20歳未満の者は喫煙場所に 
   立入不可（従業員含む） 

喫煙可能室(店)※ 
（店の全部又は一部） 

〇 たばこの喫煙が可能 
〇 飲食等の提供可能 
× 20歳未満の喫煙場所への 
   立入不可（従業員含む） 

※経営規模が小さい既存の飲食店のみの経過措置 

＊茨城県 改正健康増進法関係ホームページ 

＊厚生労働省 受動喫煙防止対策ホームページ 
 

 
 

なくそう！望まない受動喫煙 で検索

◆ただし、受動喫煙防止に必要な措置をとることで、以下の各種喫煙室を設置することができます。 
　なお、喫煙室を設置する場合は、店舗及び喫煙室の出入口に標識を掲示する必要があります。 

受動喫煙防止対策は施設管理権原者等の義務になります。

○お問い合わせ　健康福祉課　健康支援室　☎（84）0006（直通）
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水
害
発
生
時
に
お
け
る
要

援
護
者
等
へ
の
施
設
の
提

供
協
力
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

　
１
月
31
日
、
町
と
谷
野
ロ
ジ
テ
ム

㈱
は
、
水
害
に
よ
る
避
難
情
報
の
発

令
に
伴
い
、
避
難
す
る
必
要
が
生
じ

た
と
き
、
谷
野
ロ
ジ
テ
ム
㈱
事
務
所

棟
3
階
部
分
を
開
放
し
、
最
大
約
60

名
の
避
難
者
の
一
時
的
な
受
け
入
れ

の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
施
設
の
利
用
は
、
3
階
ま
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
車
椅
子
を
ご
利
用
の
方
や
、
単

独
で
は
階
段
の
乗
降
が
困
難
な
方
を

対
象
と
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
に

つ
い
て
は
、
既
存
の
避
難
所
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ペ
ッ
ト
の
同

伴
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
３
月
１
日
㈰
か
ら
７
日
㈯
ま
で
、

春
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
は
、
住
民
の
み
な

さ
ん
に
防
火
に
対
す
る
意
識
を
一
層

高
め
て
い
た
だ
き
、
火
災
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
尊
い
生
命

や
貴
重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
地
域
、
職
場

を
火
災
か
ら
守
る
よ
う
十
分
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

《
火
の
用
心　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

は
し
な
い

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い

⑤
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
タ
コ

足
配
線
は
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い

《
消
防
団
か
ら
お
願
い
》

・
春
の
火
災
予
防
期
間
中
は
、
消
防

団
員
が
夕
方
と
夜
間
、
管
轄
す
る

行
政
区
を
巡
回
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
火
災
発
生
時
に
は
、
危
険
防
止
並

び
に
迅
速
な
活
動
を
実
施
す
る
た

め
、
現
場
周
辺
へ
の
立
ち
入
り
及

び
消
防
水
利
周
辺
へ
の
駐
車
な
ど

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と

は
、
台
風
や
大
雨
の
水
害
等

に
備
え
、
家
族
構
成
や
生
活

環
境
に
合
わ
せ
て
、「
い
つ
・

誰
が
・
何
を
す
る
の
か
」
を

時
系
列
で
整
理
し
た
自
分
自

身
の
防
災
行
動
計
画
の
こ
と

で
す
。

　
昨
年
は
、
台
風
15
号
、
19

号
に
よ
る
強
風
、
豪
雨
に
よ

り
茨
城
県
内
に
お
い
て
も
大

き
な
被
害
が
発
生
し
、
本
町

に
お
い
て
も
、
初
め
て
「
避
難
勧
告
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
い
つ
豪
雨
等
が
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
既
に
、
各
世
帯
へ
配
布
し
て
い
る
五
霞
町
水
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
記
入
欄
が
あ
り
ま
す
の
で
、

有
事
に
備
え
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
欄
に
防
災
行
動
計
画

を
記
入
し
、
日
頃
か
ら
避
難
行
動
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

防災ひとくちメモ

マイタイムライン記入欄扌
※通信費は、
　個人負担と
　なります。

町公式
ホームページ
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小
型
家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

小
型
家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

み
ん
な
で
守
ろ
う　
き
れ
い
な
環
境

み
ん
な
で
守
ろ
う　
き
れ
い
な
環
境

不
法
投
棄
は
許
し
ま
せ
ん
！

不
法
投
棄
は
許
し
ま
せ
ん
！

　
携
帯
電
話
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の

小
型
家
電
製
品
は
、
貴
金
属
や
レ
ア

メ
タ
ル
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
都
市
鉱
山
と
呼
ば
れ
、
近
年
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組

み
と
し
て
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
、
使
用
済
み
小
型
家
電
を
資
源
物

と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。回
収
し
た

小
型
家
電
は
再
資
源
化
さ
れ
、
貴
金

属
や
レ
ア
メ
タ
ル
は
再
び
家
電
な
ど

の
原
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
施
設

・
役
場

・
中
央
公
民
館

○
回
収
方
法

　
町
の
公
共
施
設
に
設
置
し
た
「
使

用
済
み
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク

ス
」
に
、
対
象
製
品
を
直
接
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

○
回
収
品
目

　
携
帯
電
話
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
リ
モ
コ
ン
、
電

卓
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
、
デ
ジ
タ

ル
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、

カ
ー
ナ
ビ
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
電

子
手
帳
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
卓
上
型
ゲ
ー
ム

機
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
、
（
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
・
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド

等
）
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ

ブ
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ユ
ニ
ッ
ト

※
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口
（
15
㎝

×
30
㎝
）
に
入
る
物
に
限
る
。

○
注
意
点

・
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
も
の
は
、

あ
ら
か
じ
め
デ
ー
タ
を
消
去
し
て

く
だ
さ
い
。

・
回
収
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
は
、

従
来
ど
お
り
の
方
法
で
廃
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
担
当
者
か
ら
の
お
願
い

　
使
用
済
み
小
型
家
電
を
町
が
回
収

す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
事
業
者

へ
確
実
に
引
き
渡
し
、
再
資
源
化

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
許
可

の
回
収
業
者
に
は
、
絶
対
に
引
き

渡
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
公
害
、

不
法
投
棄
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

【
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
】

　
毎
年
、
多
く
の
不
法
投
棄
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
一
般

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
や
、
処
分

す
る
た
め
に
費
用
が
伴
う
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
対
象
商
品
（
テ
レ
ビ
、
エ
ア

コ
ン
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
）
な
ど
で
、
悪
質
な

事
案
が
目
立
ち
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
し
た
者
に
は
、
５
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
不
法
投
棄
の
多
い
場
所
】

　
不
法
投
棄
が
多
発
す
る
場
所
と
し

て
は
、
雑
草
が
伸
び
て
し
ま
い
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
い
状
態
の
土
地
や

夜
間
人
気
の
な
い
公
園
な
ど
、
目
が

届
き
に
く
い
場
所
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

【
土
地
の
所
有
者
に
は

管
理
責
任
が
あ
り
ま
す
】

　
土
地
の
所
有
者
（
管
理
者
）
に
は
、

そ
の
土
地
の
管
理
責
任
を
果
た
す
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　
万
が
一
、
不
法
投
棄
を
さ
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
投
棄
者
が
判
明
し
な

い
と
き
に
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者

（
管
理
者
）
に
投
棄
物
の
撤
去
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、「
所
有
す
る
土
地
の
雑

草
が
伸
び
て
い
な
い
か
」
な
ど
き
ち

ん
と
管
理
し
、
不
法
投
棄
を
さ
れ
な

い
よ
う
な
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
不
法
投
棄
を
な
く
す
に
は
】

　
町
で
は
、
不
法
投
棄
が
多
発
す
る

箇
所
を
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
解
決
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
不
法
投
棄
の
根
絶
に
は
、
地
域
ぐ

る
み
で
監
視
の
目
を
光
ら
せ
る
こ
と

が
効
果
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
】

　
不
法
投
棄
を
し
て
い
る
現
場
を
見

つ
け
た
ら
、
１
１
０
番
通
報
を
す
る

か
、
次
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

   

０
１
２
０
‐
５
３
‐
６
３
８
０

（
い
つ
も
み
ん
な
で
む
ら
な
く
み
は
れ
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）　
　

不法投棄された現場

不法投棄件数
（昨年の 4 月から今年の 1 月末まで）

ごみの種類 件　数
産業廃棄物 ３

家電等 ４

その他ごみ 9

合　計 16
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全
国
健
康
づ
く
り
推
進
学

校
表
彰
事
業
で
東
小
学
校

が
優
秀
校
を
受
賞

　
令
和
元
年
度
全
国
健
康
づ
く
り
推

進
学
校
表
彰
事
業
に
お
い
て
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
学
校・家
庭・

地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

「
歯
・
口
の
健
康
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
東
小
学

校
が
優
秀
校
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
14
年
か
ら
現

代
の
学
校
に
お
け
る
様
々
な
健
康
課

題
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り
組

み
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
学
校
を
表

彰
し
、
健
康
教
育
の
推
進
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

五
霞
中
学
校

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定

県
大
会　
優
秀
賞
受
賞
！

　
２
月
１
日
、
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ

テ
ィ
会
館
（
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
７
回
い
ば
ら

き
っ
子
郷
土
検
定
県
大
会
（
県
内
市

町
村
代
表
44
校
、
私
立
１
校
の
全
45

校
が
出
場
）
が
開
催
さ
れ
、
五
霞
中

学
校
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
一
回
戦
の
早
押
し
問
題
で
は
他
の

出
場
校
と
し
の
ぎ
を
削
り
、
最
後
の

１
問
を
正
答
し
、
準
決
勝
進
出
を
決

め
ま
し
た
。
決
勝
進
出
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
茨
城
県
や
五
霞
町
の

歴
史
や
文
化
、
産
業
を
深
く
学
び
、

郷
土
茨
城
の
よ
さ
に
気
づ
く
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

○
五
霞
中
学
校
代
表
生
徒【
敬
称
略
】

　
鈴
木
　
伯は
く

　
　
　
金
子
　
芽め

以い

　
菊
地
　
一ひ

と
葉は

　
　
江
澤
　
璃り

梨り

愛あ

　
関
口
　
美み

来く

五
霞
中
学
校
が
法
務
省
人
権
擁

護
局
長
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
か
ら
感
謝
状
贈
呈

　
次
代
を
担
う
中
学
生
に
、
人
権
尊

重
の
重
要
性
や
必
要
性
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
豊
か
な

人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
る
、
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
茨
城
県
大
会

に
お
い
て
、
五
霞
中
学
校
が
法
務
省

人
権
擁
護
局
長
・
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
受

け
ま
し
た
。

　
日
常
の
家
庭
生
活
、
学
校
生
活
、

グ
ル
ー
プ
活
動
、
地
域
社
会
と
の
関

わ
り
等
の
中
で
得
た
体
験
等
を
通

じ
て
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と

を
題
材
と
し
た
も
の
で
、
毎
年
多
数

の
生
徒
が
作
品
を
応
募
し
、
学
校
全

体
で
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を

行
っ
て
い
る
取
り
組
み
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

す
て
き
な
本
と
の
出
会
い
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

～
中
央
公
民
館
図
書
室　

  

利
用
券
１
枚
で
本
５
冊
ま
で
、
15
日
間
、
無
料
で
貸
出
～

　
中
央
公
民
館
に
は
図
書
室
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

が
楽
し
め
る
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、

中
央
公
民
館
図
書
室
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
利
用
時
間

 

［
火
曜
日
～
金
曜
日
」

　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

 

［
土
・
日
曜
日
、
祝
日
」

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
休
館
日

　
月
曜
日
・
年
末
年
始(

月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
開
館
し
、
そ
の
翌
日

が
休
館
と
な
り
ま
す
。)

○
図
書
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

　
五
霞
町
・
古
河
市
・
坂
東
市
・
境

町
に
在
住
・
在
勤
の
方
を
対
象
に
図

書
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

　
こ
の
図
書
利
用
券
１
枚
で
５
冊
ま

で
、
15
日
間
、
無
料
貸
し
出
し
と
な

り
ま
す
。

○
新
刊
図
書
の
紹
介

　
新
刊
本
の
紹
介
は
、
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　
み
な
さ
ん
の
声
を
参
考
に
新
刊
を

購
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
事

務
局
へ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

○
お
す
す
め
本
の
紹
介

「
教
場
０
」	

長
岡
　
弘
樹

  「
イ
マ
ジ
ン
？
」	

有
川
　
ひ
ろ

 「
パ
ン
ダ
星
」	

作・絵
　
そ
ら

○
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
町
中
央
公
民
館

　
☎

（84）
１
４
６
０
（
直
通
）
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町の人事行政の運営の公平性及び透明性を確保するため、町職員の給与、勤務条件などの状況を公表します。 
１ 人件費（平成30年度普通会計決算） 

住民基本台帳人口（30年度末） 歳出総額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） （参考）29年度人件費率  

8,581人  4,247,753千円  869,643千円 20.5% 18.9%
 

 
２ 職員の初任給、平均給料月額 ３ 期末・勤勉手当（平成31年４月１日現在）

区分  
初任給  平均給料

月　　額
 
 

平均給与
月　　額

 
  

 
区分  

 
  

 
 大学卒  高校卒  6月期  1.3月  0.925月  

町  円 円 円 円 41.8歳  12月期  1.3月  0.925月  
国  円 円 円 円 43.4歳  計 2.6月  1.85月  

※平均給与月額は、給料のほか、毎月支給される手当（扶養、住居、通勤及び管理職手当等）が含まれます。 
※一般行政職とは、一般職員から税務職、企業職等の職員を除いた職員です。 
※上記の金額及び支給率は、令和元年8月にあった人事院勧告の反映前の額です。 
 
４ 級別職員数の状況（平成31年４月１日現在）   ５ ラスパイレス指数（平成31年４月１日現在）
区分  標準的な 

職務内容 職員数  構成比  平均年齢  平均給料月額   区分  H30 H31 参考 

１級  主 事 
主事補 22人  21.8％  

（21.2％） 27.2歳  202,686円  五霞町  96.8  96.5 平成 31年に 
おける五霞町
の順位は、県
内44市町村 
中 36位です。 

２級  主任 10人  9.9％
（9.6％） 33.6歳  246,260円   県内

市町村平均 97.8 97.6  
３級  副主幹 

主 査 
34人  
（37人）

33.7％
（35.6％） 

42.9歳  
（44.3歳）

324,315円  
（318,711円）   茨城県  101.0  101.0  

４級  主幹 18人  17.8％  
％） 48.1歳  366,983円   ※ラスパイレス指数とは、国家公務員を100

　として地方公務員の給与水準を示す指数の
　ことです。

 
 ５級  主席主幹 

主幹 4人  3.9％
（3.8％） 51.8歳  384,800円   

６級  課長 
参事 10人  9.9％  

（9.6％） 53.8歳  403,910円  ６ 正規職員の採用及び退職者数  
７級  課長 3人  3.0％  

（2.9％） 58.3歳  435,200円  H30年度退職 H31年度再任用 H31年度採用

計  101人  
（104人）

100.0％  
（100.0％） 

41.4歳  
（41.9歳）

311,267円  
（309,650円）  ４人 ２人 ２人

※カッコ内の数値は、3級に位置する再任用職員を含めたものです。 
 
７ 部門別職員数の推移（平成31年４月１日現在） （平成31年４月１日現在）８ 特別職の給料等

区分
対前年
増減数

区分 給料の減額

給
料

町長
6月期

計

令和元年 月から、町長
は ％、副町長及び教育
長は 給料を減額して
います。
（減額後給料月額）

一般
行政
部門

議会 ２ ２ ０ 副町長
総務企画 ２９ ２８ △１ 教育長
税務 ７ ７ ０

報
酬

議長
労働 １ １ ０ 副議長
農林水産 ８ ９ １ 議員
商工 ２ ２ ０ ※上記の支給率は、令和元年8月にあった人事院勧告の 

反映前のものです。 

９ 職員の勤務時間、その他勤務条件等
勤務時間の概要
毎週月曜日～金曜日の午前８時30分～午後５時15分

（７時間45分勤務）
年次有給休暇平均取得日数（平成30年１月～12月）
９.７日

平成30年度育児休業等取得者数
育児休業 ３人（取得率 男性25%、女性100%）
部分休業 ０人
介護休暇 １人

土木 ８ ９ １
民生 １１ １２ １
衛生 ９ ７ △２
小計 ７７ ７７ ０

特別
行政
部門

教育 １０ １０ ０
小計 １０ １０ ０

公営
企業
等部
門

水道 ４ ４ ０
下水道 ３ ３ ０
その他 １０ １０ ０
小計 １７ １７ ０
合計 １０４ １０４ ０

※条例による職員定数は125人です。 ○お問い合わせ
※障害者の法定雇用率は、達成しています。 総務課　総務Ｇ　☎（84）1111（内線213）

 町職員の給与・職員数等の状況をお知らせします

業務増加に伴う増

業務増加に伴う増

業務増加に伴う増

窓口の統合等に伴う減

非常勤職員等の雇用に伴う減

30年度 31年度
職員数（人）

主な増減理由
給料等月額 期末手当支給率

※人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含みます。

798,000円
622,000円
570,000円
355,000円
316,000円
301,000円

1.675月

3.35月

12月期
1.675月

町　長　718,000円
副町長　590,000円
教育長　541,000円

180,700 148,600 310,173 339,983

180,700 148,600 329,433 411,123

平均
年齢 

期末手当
支給率 

勤勉手当
支給率 

（17.3

（平成31年４月１日現在　一般行政職）

○
お
す
す
め
本
の
紹
介

「
教
場
０
」	

長
岡
　
弘
樹

  「
イ
マ
ジ
ン
？
」	

有
川
　
ひ
ろ

 「
パ
ン
ダ
星
」	

作・絵
　
そ
ら

○
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
町
中
央
公
民
館

　
☎

（84）
１
４
６
０
（
直
通
）
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１
月
７
日
、「
干
支
バ
ル
ー
ン
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
十
二
支
の
干
支
の
始
ま

り
の
ね
ず
み
年
で
、
7
月
24
日
か
ら

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
続
い
て
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま
す
。
元

気
に
動
き
回
れ
る
一
年
に
し
た
い
で

す
ね
。

　
さ
て
、
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
の
バ
ル
ー
ン
で
す
が
、
職
員
の

作
っ
た
見
本
や
職
員
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
思
い
思
い
の
個
性
豊
か
な
ね

ず
み
の
バ
ル
ー
ン
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。

　
今
年
の
干
支
の
よ
う
に
み
ん
な
が

元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
職
員
一
同

願
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
元
気
な
笑

顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
１
月
６
日
か
ら
１
月
10
日
ま
で
昔

な
が
ら
の
お
正
月
遊
び
を「
昔
遊
び

デ
ー
」の
期
間
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
昔
懐
か
し
い
遊
び
の
中
か
ら
６
個

を
選
び
、
ビ
ー
玉
・
羽
根
つ
き
・
け

ん
玉
・
お
は
じ
き
・
福
笑
い
・
コ
マ
回

し
と
書
い
た
カ
ー
ド
を
用
意
し
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方
式
で
終
わ
っ
た
順

に
は
ん
こ
を
押
し
ま
し
た
。

　
な
じ
み
の
少
な
い
遊
び
ば
か
り

で
、
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
い
ま
し

た
が
、
遊
び
方
を
職
員
か
ら
教
え
て

も
ら
い
始
め
て
み
る
と
、「
面
白
い
」

と
い
う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
福
笑
い
が
盛
り
上
が
り
、

で
き
あ
が
っ
た
顔
を
見
て
大
笑
い
し

て
い
ま
し
た
。

子育 て 支援情報

♦小児医療輪番制
　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子どもの救急
医療を行っています。受診される際は、医療機関に必ず
事前に電話でご相談ください。

輪　番　日
月～土曜日：午後６時～午後11時
日・祝・年末年始（12/29▶1/3）：午前９時～午後４時

西：茨城西南医療センター病院（境町）	☎（87）8111　　友：友愛記念病院（古河市）	 ☎（97）3000
赤：古河赤十字病院（古河市）	 ☎（23）7111	　　古：古河総合病院（古河市）	 ☎（47）1010
※輪番の実施時間外の外来については、筑波メディカルセンター病院☎029（851）3511で小児救急医療を対応しています。

♦茨城県救急医療情報システム
　病気やケガなどで救急車を呼ぶほどでは

ないとき、診療してくれるお医者さんが
わからないときにご利用ください。

♦茨城子ども救急電話相談
　受付時間：24時間365日
　電話番号：☎03（5367）2367

もしものときの小児医療情報 日 月 火 水 木 金 土
3/1 2 3 4 5 6 7
友 西 西 西 西 赤 西
8 9 10 11 12 13 14
西 西 古 西 西 赤 西
15 16 17 18 19 20 21
友 西 西 西 西 赤 西
22 23 24 25 26 27 28
西 西 古 西 西 赤 西
29 30 31
西 西 西

 ～南児童館～　干支バルーンにチャレンジ ～西児童館～　昔遊びデー

３月の行事予定
・ドッジボールをしよう	 9日㈪
・にこにこ広場	 13日㈮
・避難訓練	 13日㈮
・ブレスレットを作ろう	 16日㈪
・春のお楽しみ会	 25日㈬

南児童館　☎（84）3456

３月の行事予定
・ちびっこ広場	 ６日㈮
・箱の中はなあに	 ９日㈪
・避難訓練	 17日㈫
・手作りクッキング	 19日㈭
・ぴよぴよ広場	 24日㈫
・春のお楽しみ会	 24日㈫
・ドッジボール大会	 25日㈬

西児童館　☎（84）2321
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南児童館「にこにこ広場」の様子 西児童館「ちびっこ広場」の様子

　

令
和
２
年
度

　
　

幼
児
教
室
募
集

　
４
月
か
ら
始
ま
る
西
児
童
館
「
ち

び
っ
こ
広
場
」
・
南
児
童
館
「
に
こ

に
こ
広
場
」
の
申
込
み
を
次
の
と
お

り
受
付
し
ま
す
。

　
こ
の
広
場
は
、
読
み
聞
か
せ
や
手

遊
び
等
の
活
動
を
通
し
て
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
と
と
も
に
、
親
同

士
の
情
報
交
換
が
で
き
る
場
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
幼
児
の
心
身
の
健
や

か
な
成
長
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

○
対
象
者

五
霞
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

で
、
１
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
か
ら

未
就
園
児
の
幼
児
と
保
護
者

○
開
催
日
時

・
西
児
童
館

　
第
１
・
３
金
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

・
南
児
童
館

　
第
２
・
４
金
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

○
開
催
期
間

　
４
月
～
翌
年
３
月
ま
で

  

（
学
童
長
期
休
業
期
間
は
休
み
）

○
活
動
内
容

幼
児
体
操
、
手
遊
び
、
紙
芝
居
、

親
子
製
作
、
季
節
の
行
事
、
お
誕

生
会
な
ど

○
参
加
料
　
無
料

○
お
申
し
込
み
方
法

３
月
２
日
㈪
か
ら
随
時
受
付
し
ま

す
の
で
、
各
児
童
館
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
登
録
制
で
す
の
で
、
事
前
に
申
込

み
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
児
童
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
ご
か
西
児
童
館

　
☎

（84）
２
３
２
１
（
直
通
）

・
ご
か
南
児
童
館

　
☎

（84）
３
４
５
６
（
直
通
）

パ
パ
・
マ
マ
教
室

　
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
変
化
や

出
産
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
、
ま
た

母
乳
に
つ
い
て
「
パ
パ
・
マ
マ
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
じ
季

節
に
出
産
す
る
お
母
さ
ん
同
士
、
友

だ
ち
づ
く
り
の
場
と
し
て
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
内
容

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者

　
町
内
在
住
の
妊
婦
及
び
そ
の
家
族

○
お
申
し
込
み
期
限
　
３
月
４
日
㈬

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

日
時３月７日㈯午前９時30分～正午

内
容

助産師、保健師による講話
・妊娠中の過ごし方
・おふろの入れ方実習
・ビデオ
 「赤ちゃん このすばらしき生命」
・母乳相談
・妊婦体験（家族）
・乳幼児揺さぶられ症候群について

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
劇
場
＆
冬

の
子
ど
も
教
室
「
も
ち
つ
き
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
　 

　
２
月
２
日
、
中
央
公
民
館
講
堂
に

お
い
て
、
青
少
年
相
談
員
協
議
会
・

子
ど
も
会
育
成
会
主
催
に
よ
る
親
と

子
の
ふ
れ
あ
い
劇
場
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
が
開
催
さ

れ
、
約
１
０
０
名
の
親
子
な
ど
が
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　
普
段
テ
レ
ビ
や
映
画
な
ど
と
は
違

う
迫
力
に
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
の
み
な
さ
ん
も
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
歌
や
ダ
ン
ス
で
躍
動
感
あ
ふ

れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
て
、
親
子

な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
劇
場
終
了
後
に
は
、
冬
の

子
ど
も
教
室
「
も
ち
つ
き
～
郷
土
体

験
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
杵
と
臼
を
使
っ
た
も
ち
つ
き
体

験
、
つ
き
た
て
の
や
わ
ら
か
い
お
も

ち
の
試
食(

あ
ん
こ
も
ち
、
き
な
こ
も

ち
、
大
根
も
ち
、
の
り
も
ち)

を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
食
材
は
、
五
霞
町
産
の
も

ち
米
・
き
な
こ
・
あ
ん
こ
・
大
根
を

使
用
、
郷
土
体
験
し
、
五
霞
町
産
食

材
を
堪
能
し
ま
し
た
。
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五霞西小学校

元気いっぱい！
　  ごかっ子情報

町内の小・中学校で行われた取組みや行事などを紹介します。
今月は、五霞西小学校を紹介します。

専
門
家
を
お
招
き
し
て

情
報
モ
ラ
ル
教
室
を
開
催

　
昨
今
、
情
報
化
社
会
の
進
展
に

伴
い
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
も
大
き
く
変
化
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
被
害
に
遭
う
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
そ
う
し
た
犯

罪
被
害
か
ら
守
り
、
健
全
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
関
わ
り
方
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
毎
年
講
師

を
お
招
き
し
、
情
報
モ
ラ
ル
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
学
年
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
、
各
学
年
の
ニ
ー
ズ
や
発
達
段

階
な
ど
に
合
わ
せ
た
授
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
応
じ
て
以

下
の
内
容
を
話
し
ま
し
た
。

な
か
よ
し
集
会
を
開
催

　
昨
年
の
12
月
３
日
に
実
施
し

た
、
な
か
よ
し
集
会
で
発
表
し
た

各
学
年
の
代
表
の
標
語
を
紹
介

し
ま
す
。

一
年
生
　
　
　

二
年
生

　
　
　
　
　
　
　

三
年
生

　
　
　
　
　
　
　

四
年
生

   

　
　
　
　
　
　
　

①
そ
れ
っ
て
本
当
？

②
ネ
ッ
ト
の
向
こ
う
は
だ
れ
？

③
個
人
情
報
の
た
い
せ
つ
さ

④
ゲ
ー
ム
等
依
存
の
恐
ろ
し
さ

⑤
ト
ー
ク
ア
プ
リ
で
友
達
と
ト

　
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
使
い
方

こ
れ
ら
を
学
年
ご
と
に
分
か
り
や

す
く
、
し
っ
か
り
と
意
識
づ
け
る

よ
う
に
話
を
し
ま
し
た
。

　
先
日
の
入
学
説
明
会
で
も
、
保

護
者
対
象
に
講
師
を
招
い
て
次
の

内
容
で
話
を
し
ま
し
た
。

①
ス
マ
ホ
等
所
有
の
低
年
齢
化

②
買
い
与
え
る
の
で
は
な
く
、
　      

 

『
貸
す
』
（
し
っ
か
り
と
管
理
）

③
ル
ー
ル
（
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
）
は

　
そ
の
理
由
を
伝
え
て
、
最
後
は

　
自
分
で
決
め
さ
せ
る
。

な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
す
で

に
買
い
与
え
て
い
る
場
合
も
、
③

を
中
心
に
お
子
様
と
話
し
合
う
こ

と
を
お
薦
め
し
ま
し
た
。

五
年
生

   

　
　
　
　
　
　
　

六
年
生

   

　
　
　
　
　
　
　

　
学
年
代
表
の
標
語
発
表
の
後
に
、

異
学
年
の
交
流
を
図
る
た
め
に

『
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ゲ
ー
ム
』
を

行
い
ま
し
た
。
男
女
や
学
年
の
枠

を
越
え
て
協
力
し
合
い
な
が
ら
楽

し
く
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
後
に
仲
良
し
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。
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ま ち の わだい
町公式ユーチューブへ当日の
動画をアップしていきます。
記事の中にＱＲコードがある
場合、スマートフォンやタブ
レットで読み込んでみてくだ
さい。
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五霞町体育協会による環境美化活動
　五霞町体育協会の主な団体から約200名参加のも
と、普段使用している中学校野球グラウンドやごかみず
べ公園、東・西小学校体育館、西小学校グラウンド等で
環境美化活動が実施されました。
　当日は寒い中にもかかわらず、みなさん熱心に作業を進
め、気持ち良くプレーすることができるようになりました。

辻せつ子氏が統計調査員として
経済産業大臣表彰を受賞

　長年にわたり各種統計調査に従事し、功績のあった
辻せつ子氏が経済産業大臣表彰を受賞しました。
　辻氏は、統計調査員として「工業統計調査」「商業統
計調査」などの「構造統計調査」に18回従事し、本町の
統計調査に大きく貢献されました。

第29回子どもドッジボール大会を開催
　五霞中学校体育館において、子どもドッジボール大会
が開催されました。子どもたちは、声援を受けながら白
熱した試合を見せてくれました。結果は次のとおりです。
優勝　大福田　準優勝　原宿台　第３位　小福田東小

無病息災を願い「かがり火」を実施
　元栗橋新田地区にある「新成会」の主催による「か
がり火」が行われ、新田地区の多くの方々が参加しま
した。
　当日は、大小２つのやぐらが作られ、年男、年女が
火を入れると、大きな炎が舞い上がり、その火で繭玉
だんごや餅を焼いて食べ、無病息災を願いました。

税金の大切さを知る特別授業を実施
　東・西小学校・中学校において、租税教室が行われま
した。
　西小学校の講師を担当した松本幸

さち
子
こ

さん（古河法人
会）が用意した手作り資料は、税金の仕組みが分かりや
すく作られていていました。子どもたちは、机や教科書
など、普段の生活の中で色々な事に税金が使われてい
ることを知り、税金の大切さを感じている様子でした。

写真提供　知久清志 氏写真提供　知久清志 氏

1/22

1/19

2/2 1/12

西小学校での授業の様子西小学校での授業の様子
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ごかの
お知らせ

役場の代表電話は☎（84）1111です

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
お
持
ち

の
方
は
、
３
月
31
日
㈫
ま
で
に
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
使
用
店
舗

は
、
購
入
引
換
券
に
同
封
し
た
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
使
用
期
間
を
過
ぎ
た
後
、
商
品
券

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に

商
品
券
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
商
品
券
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　
令
和
元
年
中
の
所
得
に
お
け
る
確

定
申
告
の
期
日
は
３
月
16
日
㈪
ま
で

で
す
。
ま
だ
申
告
し
て
い
な
い
方
は
、

期
日
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
方

・
令
和
元
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額

が
２
千
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
、
退
職

所
得
以
外
の
所
得
金
額
（
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
後

の
金
額
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
る
方

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
方

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方
で
、
令
和
元
年
中
の
各
種

所
得
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
合

計
額
を
超
え
る
方

○
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
本
町

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
で
、
次
に

該
当
す
る
方
。

・
所
得
税
の
申
告
は
不
要
だ
が
、
事

業
所
得
（
農
業
所
得
を
含
む
）
や

不
動
産
所
得
が
あ
る
方

・
令
和
元
年
中
の
所
得
が
無
く
、
税

法
上
、
扶
養
に
も
と
ら
れ
て
い
な

い
方
（
所
得
が
無
い
旨
の
申
告
が

必
要
。
）

○
無
申
告
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題

・
申
告
義
務
者
が
申
告
せ
ず
、
後
に

所
得
等
が
判
明
す
る
と
、
遡
っ
て

課
税
さ
れ
、
加
算
税
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
前
年
所
得
を
算
定
の
基
礎
と
す
る

税
（
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
等
）
の
正
確
な
課
税
が
で
き
ま

せ
ん
。

・
所
得
証
明
書
等
の
交
付
が
で
き
な

い
た
め
、
様
々
な
手
続
き
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。

・
所
得
判
定
を
要
す
る
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
所
得
の
申
告
は
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
無
申
告
で
あ
る
場
合
の
不

利
益
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族

（
世
帯
員
）
へ
も
及
ぶ
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
申
告
義
務
の
あ
る
方

は
、
必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

　
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付

期
間
中
（
３
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮
）

に
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
検
診
日
の
１
週
間
前
に
婦
人
科
検

診
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
検
診
日

等
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
し
こ
り
等
の
自
覚
症
状
が
あ
る
方

は
、
早
め
に
医
療
機
関
に
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

○
検
診
日
時
　

3
月
14
日
㈯

・
乳
が
ん
の
み

午
前
10
時
～
午
前
10
時
30
分

・
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん

午
後
０
時
30
分
～
午
後
１
時

○
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　
五
霞
町
の
生
産
数
量
目
標
に
相
当

す
る
数
値
に
つ
い
て
は
、
２
，
７
２
７

ト
ン
が
茨
城
県
か
ら
配
分
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
農
家
の
み
な
さ

ん
へ
の
配
分
予
定
面
積
は
、
水
稲
作

付
率
57
％
、
新
規
需
要
米
等
生
産
目

標
（
転
作
目
標
）
は
43
％
を
面
積
に

換
算
し
て
配
分
し
ま
す
。

　
五
霞
町
は
、
主
食
用
米
の
生
産
が

過
剰
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
食
用
米
の
在
庫
が
積
み
上
が

る
と
米
価
は
下
落
す
る
傾
向
で
す
の

で
、
引
き
続
き
、
主
食
用
米
か
ら
飼
料

用
米
へ
の
転
換
等
、
需
要
に
応
じ
た

生
産
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

お
し
ら
せ

No.534

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

使
用
は
３
月
31
日
ま
で
で
す

乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん
集
団
検

診
追
加
申
込
み
の
お
知
ら
せ

所
得
の
確
定
申
告
は

３
月
16
日
ま
で
で
す

令
和
2
年
産
米
の
生
産
数
量
目

標
に
相
当
す
る
数
値
の
お
知
ら
せ
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町
道
の
改
良
工
事
を
次
の
と
お
り

実
施
し
て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は

工
事
車
両
の
出
入
り
等
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
町
道
５
号
線
道
路
改
良
工
事

・
工
事
期
間
　
３
月
下
旬
ま
で

・
工
事
箇
所
　
幸
主
地
内

・
施
工
業
者
　
第
１
工
区
　
小
沢
道
路
㈱

第
２
工
区
　
㈱
五
霞
建
設

○
お
問
い
合
わ
せ

都
市
建
設
課
　
建
設
・
地
籍
Ｇ

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

　
茨
城
県
で
は
、
「
い
ば
ら
き
こ
こ

ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
、

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
や
、
こ
こ

ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
周
囲
で
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
で
ス
ト
レ
ス

や
気
持
ち
の
落
ち
込
み
度
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
）

・
平
日

午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
午
後
４
時

☎
０
２
９
（
２
４
４
）
０
５
５
６

・
土
、
日
相
談
専
門
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
（
２
３
６
）
５
５
６

○
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

○
縦
覧
期
間

４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
縦
覧
場
所
　
町
民
税
務
課
④
窓
口

○
縦
覧
で
き
る
も
の

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
価
格
、
地
目
、
地
積

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
価
格
、
家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積

○
縦
覧
で
き
る
方

・
土
地
の
縦
覧
が
で
き
る
方

五
霞
町
の
課
税
対
象
の
土
地
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方

・
家
屋
の
縦
覧
が
で
き
る
方

五
霞
町
の
課
税
対
象
の
家
屋
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方

※
非
課
税
及
び
免
税
点
未
満
の
方
は
、

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

○
手
数
料
　
無
料

○
縦
覧
に
必
要
な
も
の

・
納
税
義
務
者
本
人
の
場
合

納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
ま
た

は
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
納
税
義
務
者
の
代
理
人
の
場
合

納
税
者
か
ら
の
委
任
状
と
代
理
人

本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

○
日
時
　
３
月
17
日
㈫

午
前
10
時
～
午
後
１
時

（
受
付
　
午
前
9
時
40
分
～
）

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者
　
町
内
在
住
の
男
性

○
内
容
　
手
軽
に
で
き
る
家
庭
料
理

○
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

○
参
加
費
　
一
人
３
０
０
円

○
持
参
す
る
物

●
全
講
座
共
通
事
項

・
受
付
期
限
　
３
月
27
日
㈮

・
対
象
者
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

・
開
講
期
日
　
４
月
か
ら
予
定

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
開
講
し

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
（84）
３
５
９
５
（
直
通
）

　
町
で
は
障
害
者（
児
）や
そ
の
ご
家

族
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の

方
に
合
わ
せ
た
情
報
の
提
供
・
助
言

を
行
っ
て
い
る
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
窓
口
に
は
専
門
の
相
談
員
が

配
置
さ
れ
、
身
体
的
・
知
的
・
精
神

的
な
ど
の
障
害
に
つ
い
て
、
障
害
者

（
児
）が
か
か
え
る
様
々
な
悩
み
・
問

題
な
ど
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
事
前
に
電
話
等
で
予
約
い
た
だ
け

れ
ば
、
自
宅
訪
問
も
可
能
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
３
月
６
日
㈮

午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

○
場
所
　
役
場
１
階
　
小
会
議
室

○
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

○
お
申
し
込
み
期
限
　
３
月
12
日
㈭

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

【
生
花
教
室
　
昼
講
座
】

○
日
時
　
月
２
回
　
第
２
・
４
金
曜
日

午
後
１
時
30
分
～

【
生
花
教
室
　
夜
講
座
】

○
日
時
　
月
２
回
　
第
１
・
３
水
曜
日

午
後
７
時
～

●
生
花
教
室
　
昼
・
夜
講
座
共
通
事
項

○
費
用
　
教
材
費
は
、
実
費
。

（
１
回
９
０
０
円
程
度
）

○
募
集
人
数
　

8
名

※
は
さ
み
等
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
親
子
ヨ
ガ
教
室
】

○
日
時
　
月
２
回
　
第
２
・
４
火
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

○
費
用
　
無
料

○
募
集
人
数
　
20
名

※
親
子
で
も
お
一
人
で
も
可
で
す
。

【
俳
句
講
座
】

○
日
時
　
月
１
回
　
第
３
金
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

○
費
用
　
無
料

○
募
集
人
数
　
８
名

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

工事箇所

舟渡橋

×

● ●
浄徳院

消防団
詰所

N

●
元栗橋
駐在所

●
元栗橋
会館

工事箇所

N

大崎
工業団地

大崎
工業団地

権
現
堂
調
節
池

太
平
橋

土与部
工業団地

香取神社●

工事箇所工事箇所 N

工事箇所工事箇所

N工事箇所工事箇所

町道７号

４ ２３

1980

町道８号２

町道８号標識 町道８号１

N

工事箇所工事箇所

押出工業団地

●
童夢公園

権
現
堂
川

NNN

×

冬木落川

五霞土地改良区
冬木下機場

浄徳院工事箇所工事箇所

●

●

●

NN

冬木落川

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所

●

●

●
無量寿寺

無量寿墓苑

県
道
幸
手
境
線

首都
圏中
央連
絡自
動車
道（
茅ヶ
崎～
大栄
）

コンビニ
●

郵便局

五霞西小学校

●

●

権
現
堂
調
節
池

童
夢
公
園

●

●

工業団地 銀行

●

N工事箇所

●
変電所

コンビニ
●

県道
幸手
境線

N

工事箇所工事箇所
迂回路

●五霞分署

消防署前
県道
幸手
境線

五霞交差点
県
道
西
関
宿
栗
橋
線

新
４
号
線

県
道
幸
手
境
線

コ
ン
ビ
ニ

1023

●
●

●

４
号
国
道

権
現
堂
川
若宮八幡宮

香取神社

福祉施設

工事箇所

工事箇所

中
川

道
路
工
事
の
お
知
ら
せ

土
地・家
屋
価
格
等
は
縦

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

相

談

障
害
者
相
談

３
月
は
自
殺
防
止
月
間
で
す

催

し

男
性
の
料
理
教
室

募

集

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
講
座
生
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隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
、
福
祉
、
教
育
、

就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
程
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎

（84）
３
５
９
５
（
直
通
）

　
専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
３
月
11
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

  

（
午
前
11
時
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里
　

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

　
愛
玩
用
の
家
畜
を
飼
育
さ
れ
て
い

る
方
は
、
毎
年
２
月
１
日
現
在
の
飼

育
頭
羽
数
等
を
県
に
報
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
報
告
が
必
要
な
家
畜

・
牛
、
水
牛
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山

羊
、
馬
、
豚
、
い
の
し
し

・
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、

だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥

　
こ
れ
ら
を
１
頭
（
羽
）
で
も
飼
育

し
て
い
れ
ば
、
ペ
ッ
ト
で
あ
っ
て
も
報

告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
報
告
用
紙
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
犬
、
猫
、
う
さ
ぎ
、
イ
ン
コ
な
ど

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
県
西
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
０
２
９
６

（52）
０
３
４
５

■
茨
城
県
最
低
賃
金
は
８
４
９
円
で

す
　
年
齢
や
パ
ー
ト
、
学
生
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
の
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

ず
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
２
９
（
２
２
４
）
６
２
１
６

○
募
集
項
目

　
一
般
曹
候
補
生
、一
般
幹
部
候
補
生

○
受
付
期
限
（
締
切
日
必
着
）

・
一
般
曹
候
補
生
　

5
月
15
日
㈮

・
一
般
幹
部
候
補
生
　

5
月
1
日
㈮

○
応
募
資
格

・
一
般
曹
候
補
生

　
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳

　
未
満
の
方

・
一
般
幹
部
候
補
生

　
４
月
１
日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
方
（
た
だ
し
、
大
卒
（
見
込

含
む
）
は
20
歳
以
上
22
歳
未
満
、

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含

む
）は
28
歳
未
満
の
方
）

○
試
験
日

・
一
般
曹
候
補
生

　
一
次
　

5
月
23
日
㈯

　
二
次
　
６
月
24
日
㈬
～
29
日
㈪
の

　
う
ち
指
定
す
る
１
日

・
一
般
幹
部
候
補
生

　
一
次
　

5
月
9
日
㈯
筆
記
試
験

　
　
　
　

5
月
10
日
㈰
適
性
検
査

　
　
　  

（
飛
行
要
員
の
み
）

　
二
次
　
６
月
９
日
㈫
～
12
日
㈮
の

　
う
ち
指
定
す
る
日

　
三
次
　
二
次
試
験
合
格
者
の
み
実

　
施（
海
上・航
空
の
飛
行
要
員
の
み
）

　
風
向
き
や
上
昇
気
流
に
よ
り
灰
や

煙
が
広
範
囲
に
飛
散
し
、
洗
濯
物
へ

の
付
着
、
庭
や
屋
根
へ
の
降
灰
等
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時
　

3
月
21
日
㈯

　
午
前
8
時
30
分
～

※
悪
天
候
等
で
中
止
の
場
合
、
3
月

22
日
㈰
ま
た
は
28
日
㈯
に
延
期
と

な
り
ま
す
。

○
実
施
範
囲
　
渡
良
瀬
遊
水
地
全
域

○
お
問
い
合
わ
せ

　
『
渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き
連
絡

会
』
実
施
本
部

　
☎
０
２
８
２

（62）
１
１
６
１

■
お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
２
月
号
４
ペ
ー
ジ
「
令
和
元

年
分
　
町
県
民
税
・
所
得
税
の
申

告
を
忘
れ
ず
に
」
記
事
内
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

○
申
告
受
付
日
程
表
内
、
３
月
10
日

㈫
の
受
付
対
象
行
政
区

 

（
誤
）
山
王
山 

➡
（
正
）
山
王

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
防
衛
省
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

　
筑
西
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
９
６

（22）
７
２
３
９

　
幸
手
市
で
開
催
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
よ
り
、
県
道
幸
手
境
線
が
一
部

通
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
迂

回
に
協
力
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
４
月
５
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
前
10
時

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幸
手
市
役
所

　
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

　
☎
０
４
８
０

（43）
１
１
１
１

GS
●

瀬戸公園
●

中川

北三丁目

コスモ研究所前

県道 幸手
・境線

上船渡橋

通行止め箇所

生
活
相
談

消
費
生
活
相
談

家
畜
の
飼
育
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

茨
城
県
最
低
賃
金
は

８
４
９
円
で
す

幸
手
市
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開

催
に
伴
う
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
採
用
の
ご
案
内

掲

示

板

渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き

実
施
の
お
知
ら
せ
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 The
健康

応援隊

あなたの健康づくりを応援!!

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
３
月
１
日
か

ら
3
月
8
日
ま
で
を
「
女
性
の
健
康
週

間
」
と
し
て
女
性
の
健
康
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
年
代
別
に
女
性
の
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

20
歳
前
半

　
女
性
と
し
て
の
身
体
が
完
成
し
、
気

力
・
体
力
と
も
充
実
し
て
き
ま
す
。
一
般

的
に
は
病
気
に
か
か
り
に
く
い
年
代
で
す

が
、
そ
れ
ゆ
え
健
康
管
理
を
怠
り
が
ち
に

な
り
ま
す
。

　
実
は
、
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の

土
台
を
作
る
大
切
な
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。

20
歳
後
半
か
ら
30
歳
後
半

　
仕
事
、
結
婚
、
家
事
や
育
児
な
ど
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
レ
ベ
ル
も
高
く
、
妊
娠
出

産
に
適
し
て
い
る
時
期
で
す
。

　
職
場
で
も
頑
張
り
す
ぎ
て
、
ス
ト
レ
ス

で
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い
よ
う

に
注
意
。
女
性
の
が
ん
も
増
え
て
い
く
年

代
で
す
。

30
歳
後
半
か
ら
40
歳
半
ば

　
家
庭
で
も
社
会
的
に
も
責
任
が
重
く
な

り
、
無
理
を
し
が
ち
な
年
代
で
す
。
周
り

の
こ
と
を
優
先
し
、
自
分
は
後
回
し
に
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
乳
が
ん
発
症
の
リ
ス
ク
も
高
い
の
で
、

が
ん
検
診
は
忘
れ
ず
に
。

40
歳
半
ば
か
ら
50
歳
半
ば

　
閉
経
年
齢
の
前
後
10
年
間
は
、
更
年
期

と
重
な
る
時
期
で
す
。
急
激
な
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
減
少
で
様
々
な
更
年
期
症
状
が
出

て
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
独
立
や
親
の
介
護
な
ど
、
生

活
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
り
気
持
ち
も
不

安
定
に
な
り
が
ち
。

　
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
も
上
が
っ
て
き

ま
す
。

50
歳
後
半
か
ら
60
歳
半
ば

　
更
年
期
を
過
ぎ
て
心
身
と
も
に
安
定
し

て
き
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
欠
乏
に
よ

り
骨
粗
鬆
症
や
、
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
上
昇
な
ど
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
も

高
く
な
り
ま
す
。
　

　
健
診
で
定
期
的
な
チェッ
ク
が
必
要
で
す
。

60
歳
後
半
か
ら
70
歳
代

　
心
身
の
衰
え
を
感
じ
て
く
る
年
代
で

す
。
自
立
し
た
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

足
腰
を
丈
夫
に
保
ち
、
転
倒
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
社
会
参

加
も
良
い
で
す
ね
。

　
女
性
の
心
身
の
健
康
に
は
女
性
ホ
ル
モ

ン
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
　

　
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
を
意
識
し
て
年

代
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

（
健
康
福
祉
課
　
保
健
師
）

女
性
の
健
康
づ
く
り

草もち草もち

材料【15個分】
上新粉	 400ｇ
よもぎ	 300ｇ（茹でたもの）
熱湯	 200ml
きな粉	 60ｇ
砂糖	 30ｇ
塩	 1.5ｇ
重曹	 小さじ1.5（よもぎ下処理用）	

作り方

①	【よもぎの下処理】
　摘んだよもぎは枯れ葉などを取り、柔らかい新芽を使
う。ボウルに水を入れ３～４回もみ洗いしザルにあげる
（水がきれいになるまで）。深めの鍋に半分量の湯を沸
かし、重曹を入れ１～２分程煮る。茎が柔らかくなった
ら、水に30分程さらしてアクを抜く。しっかり水気を絞
り、すり鉢で細かくすり潰すか、フードプロセッサーで
ペースト状にする。
②ボウルに上新粉を入れ熱湯を少しずつ加えてこねる。
③一握りくらいの大きさに分け、蒸し器で10分蒸かす。
（蒸し器に並べるときは、空気が通るようにする）
④蒸し上がったらボウルに移して熱いうちにこねる。よも
ぎを加えてさらにしっかりこね上げる。
⑤15等分に分け丸め、最後に真ん中に指をそえて軽くつ
ぶす。

３月～５月にかけて、よもぎの新芽が出る時期です。ビタミン、ミネラル、食物繊維が豊富なよも
ぎを使った草もちを手作りしてみませんか？自分で作ると格別ですよ♪
きれいな緑色とほのかな野の香りで春の味覚を味わいましょう。

１人分
栄養価

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 塩分相当量
133kcal 4.2ｇ 1.3ｇ 45ｇ 0.1ｇ

ポイント

食改さ
んに

よる 健健 康康レレシシピピ Vol.2Vol.2
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お知らせカレンダー

人口と世帯

町公式
ホームページ

3月の納税 ▶納期限…3月31日(火)まで夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎（84）1966

介護保険料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ ☎（84）0006

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ ☎（84）3000

▶3月の開設日
3月31日(火)：午後５時15分～午後７時

総人口 　男
　女

世帯数人 人
人

世帯（ 人） （ 　 人）
（99人）

（ 　 世帯）8,519 4,318
4,201

3,294239 140 186
前月比  ＋7人（＋11人） （　）内は外国人登録で内数

２月１日現在
住民基本台帳から

※通信費は、
　個人負担と
　なります。

後期高齢者医療保険料 随時 町民税務課　税務Ｇ ☎（84）1966

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
消防春季点検式
（中央公民館）

道の駅定休日 1歳6か月児健診
（保健センター）

ふれあいハート教室
（保健センター）

すくすく相談
（保健センター）

ちびっこ広場 修了式
（西児童館）
障害者相談
（役場1階　小会議室）

パパ・ママ教室
（保健センター）

可燃ごみ 缶　類 可燃ごみ びん類・ペットボトル 可燃ごみ

8 9 10 11 12 13 14
ドッジボールをしよう
（南児童館）
箱の中はなあに
（西児童館）

親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

消費生活相談窓口
（ひばりの里）

生活困窮者自立支
援事業巡回相談日
（役場1階　小会議室）
骨粗しょう症予防教室
（保健センター）

にこにこ広場（修
了式・お誕生会）、
避難訓練
（南児童館）

乳がん・子宮頸がん検診
（保健センター）
うたごえサロン
（中央公民館）

可燃ごみ 紙　類 可燃ごみ 不燃性粗大ごみ 可燃ごみ

15 16 17 18 19 20 春分の日 21
ブレスレットを作ろう
（南児童館）

確定申告受付期限

避難訓練
（西児童館）
男性の料理教室
（中央公民館）

手作りクッキング
（西児童館）

可燃ごみ 缶　類 可燃ごみ びん類・ペットボトル 可燃ごみ

22 23 24 25 26 27 28
マイナンバーカード
申請＆交付

（午前９時〜正午）
（役場①窓口）

ぴよぴよ広場、
春のお楽しみ会
（西児童館）
親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

春のお楽しみ会
（南児童館）
ドッジボール大会
（西児童館）

可燃ごみ 可燃性粗大ごみ 可燃ごみ 不燃ごみ 可燃ごみ

29 30 31
町税等夜間収納
（各窓口）

可燃ごみ 缶　類

2020年

3月




